
リハビ
リ教育現場

のスペシャリストが本気でつくった

最先端のVR技術というDX導入により

OSCE対策や職業体験ができます。

VR活用教育プログラムVR活用教育プログラム

OSCE対策＆職業体験！
2年間に渡り、1150名の学生が実証、

学生の80％に、学習効果向上が

みられました。

授業後の成績UP！

難しい単位で挫折して中退学をする

リスクが確実に軽減します。

中退学の減少に期待！

VRでの実習体験は、失敗しても良い

環境下で学ぶため不安がありません。

失敗を恐れない学び！

オープンキャンパスなどで体験型の

イベントとして利用できます。

集客イベントでも活用！

操作方法はもちろん、授業の進め方や

教員への研修もお任せください。

万全のフォロー体制！

導入するだけで費用対効果の高いVR体験型の教育コンテンツができました。

ぜひ御校の授業にも取り入れてみませんか。

学びやすい DX 教材で、御校の教育現場をサポートします。

導入メリット 1 導入メリット 2 導入メリット 3

導入メリット 4 導入メリット 5 導入メリット 6

入学前のミスマッチが防げる！

難しい単位でもVRなら学べる！

実習のハードルも越えられる！

導入サポートも手厚いから安心！



VR活用教育プログラム 導入パッケージ

通常価格 248,000円 /1台（税別）

TEL 03-5793-5061
URL   https://interpia.ne.jp/KANTAN_VR/education/ 

VR活用教育プログラム 導入パッケージ

販売元：インターピア株式会社 教育VR担当まで

実際にVR教育を活用した教員の声

VR授業を体験した学生の声

OSCE 学習教材

専門職 職業体験学習

※最低ロット数 10 台～（推奨 20 台）

VR 活用教育プログラムには以下のパッケージ内容が含まれます。

専門職をVRで体験することで希望の職業を目指せます。

OSCEの試験課題について、 VRでの疑似的なシミュレーションで習熟度を向上させる教材が体験できます。

実際に使ってみて、教員としても非常に伝えやすかったですね。教科書だと

飽きてしまうような文章が苦手な学生でも、VRですと反応が非常に良かっ

たんです。これからの時代、大事なツールになるでしょう。導入もラクでした。

学校法人穴吹学園 穴吹リハビリテーションカレッジ専門学校　

作業療法学科 教員 馬場広志氏

購入特典

昨年度補助金対象実績あり
※詳しくはお問合せください。

▼ 職業体験できる専門職

・理学療法士

・作業療法士

・柔道整復師

・鍼灸師

・介護福祉士

・社会福祉士

・保育士

【レベル1】・車いす駆動介助

【レベル2】・脈拍と血圧

　　　　　・関節可動域測定の測定

　　　　　・筋力測定

　　　　　・筋トーヌス（筋緊張）検査

　　　　　・感覚検査

【レベル 3】・関節可動域運動

【レベル 4】・歩行分析

　　　　　・歩行介入

　　　　　・起き上がり分析

　　　　　・起き上がり介入

　　　　　・車いすの移乗

　　　　　・スプーン操作 分析

■ 機能障害•能力低下への介入編 

患者・利用者側を体験

専門職側を体験

フォローUP授業

座学（CT/MRの画像で症例を診断）

座学（検査・治療計画の作成）

VRで OSCEの項目を選択、手順を習得

対面で介助を実践 ～ OSCEテスト

使い方も簡単でした。どこに座ったり、立てば良いのかなど、VRは非言語

で伝えられてポイントも押さえやすいので、実習には重要なツールと感じま

したね。学生も能動的に参加してくれて、一緒に体験から学びが深まります。

学校法人こおりやま東都学園 郡山健康科学専門学校

理学療法学科 教員 樫村孝憲氏

お問合せはこちら

視聴用VR 機器 OSCE学習教材 専門職 職業体験学習 サポートプログラム を含む一式

世の中には
まだ知らない職業
がいっぱいあると
気づいた

VRを見て
介護職に就きたい
と改めて思った

改めて『職業』
について学ぶのは
初めてだった

実習前に見れば
イメージが膨らみ
不安もなくなった

患者さんの体が
どのくらいまで
動くかなど
分かりやすい

使い方も問題なく
OSCEの臨床に
とても役立った

高校生専門学校生

6本

13科目

安心のサポート体制が含まれます。

サポートプログラム
購入特典

□ ご発注時のオンライン購入説明会

□ 利用時の VR / 教材の確認・操作方法案内

□ その他サポートのご説明

□ 実証教材データ送信時の
　 オンラインまたは対面による教員用研修会

■ コミュニケーションと介助•検査測定編

※1 令和4年度「専修学校における先端技術利活用実証研究」　VRやARなどの先端技術を利活用した現場実践能力の高い専門的対人援助職員の効果的な養成プログラム開発に関する実証研究事業成果報告書より引用

※1

※1


